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研究成果の概要（和文）：アメリカ合衆国の２００１年ＮＣＬＢ法（ひとりの落ちこぼしをしない法）は、２００７年
度までの時限法である。２００８年に大統領に就任したオバマ大統領は、その修正を重要政策課題とした。しかし、議
会での再改定の議事は進まず、３分の２の州では、本法の実施免除（waiver）の承認を得て、空洞化している。本法の
サンクションは、学力テスト向上の出ない学校の教職員の入れ替え、生徒の転校、チャータースクールへの移管などが
あるが、その措置の弊害の指摘が多い。その実態をカリフォーニア州、インディアナ州、オハイオ州で調査した。

研究成果の概要（英文）：No Child Left Behind Act of 2001 should be reassured in the Congress until 2007, a
nd new President Obama elected in 2008 gave reforms of NCLB act as his main agenda. But they have not been
 progressed in the minority Congress. Its act has big penalty against schools with failure of student achi
evement test, such as removal of school staff, students transfer to another school or transfer to charter 
school. Their sanctions to scool failure could not give good and productive effect. I got data and knowled
ge which have received criticism. Now over thirty five states have already proposed and got the waiver fro
m the Department of Education not to do NCLB test scheme and obligations.
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１ ． 研 究 開 始 当 初 の 背 景  

（ １ ） ２ ０ ０ １ 年 N o  c h i l d  L e f t  

B e h i n d ( N C L B 法 と い う 。 ひ と り

の 子 ど も も 落 ち こ ぼ さ な い 法 )は 、

学 区 、州 を 教 育 統 治 の 中 心 組 織 に

お く こ と を 伝 統 と す る ア メ リ カ

合 衆 国 に お い て 画 期 的 で あ り 、最

大 の 連 邦 教 育 法 と 言 わ れ 、ア メ リ

カ の み な ら ず 、世 界 中 か ら 注 目 さ

れ た 。ま た 、そ の 教 育 改 革 の 方 法

は 、生 徒 の 学 力 テ ス ト 成 績 の 向 上

の 成 果 責 任 を 指 標 と し 、悪 け れ ば 、

学 校 教 員 の 入 れ 替 え 、生 徒 の 転 校

と い う 学 校 選 択 、チ ャ ー タ ー ス ク

ー ル へ の 移 管 と い う 制 裁 を 義 務

付 け た 。  

 （ ２ ）N C L B 法 は 、２ ０ ０ ７ 年

ま で の 時 限 法 律 で あ り 、２ ０ ０ ８

年 に 新 た に 大 統 領 に 就 い た オ バ

マ は 、こ の 法 律 の 制 裁 部 分 は 修 正

す る こ と を 大 統 領 選 挙 の 綱 領 の

な か に 載 せ て い た 。オ バ マ 大 統 領

は 、グ ロ ー バ ル 競 争 で の ア メ リ カ

の リ ー ダ ー の 地 位 の 確 保 の た め

大 学 を 含 め た 教 育 改 革 が「 ア メ リ

カ 再 生 プ ロ グ ラ ム 」と し て 打 ち 出

し た 。 ２ ０ １ １ 年 、 １ ２ 年 に

N C L B 法 の 再 改 定

（ R e a u t h o r i z a t i o n） の 法 案 が 連

邦 議 会 に 提 案 さ れ た が 、成 立 す る

ま で に は 至 ら な か っ た 。多 く の 州

か ら N C L B 法 は 、 実 施 の 障 害 が

多 く 、 免 除 （ w a i v e r） の 申 請 が

出 さ れ て い る 。  

 （ ３ ）２ ０ ０ ８ 年 に は ア メ リ カ

の 金 融 恐 慌 、い わ ゆ る リ ー マ ン ・

シ ョ ッ ク が 発 生 し 、 連 邦 政 府 は 、

政 策 の 重 点 を ア メ リ カ 経 済 の 再

生 に 向 け る こ と を 余 儀 な く さ れ

た 。Ｎ Ｃ Ｌ Ｂ 法 の 施 策 に 代 わ っ て 、

ア メ リ カ 経 済 再 生 法 に 基 づ く 巨

額 の 予 算 の 中 に 連 邦 教 育 政 策 を

組 み 込 み 、「 最 優 秀 へ の 挑 戦 」

（ R a c e  t o  t h e  To p） と い う 施 策

を 打 ち 出 し た 。Ｎ Ｃ Ｌ B 法 は 連 邦

の 教 育 政 策 の 中 で 後 景 に 退 い て

い る 。  

 

 

２ ． 研 究 の 目 的  

（ １ ）ア メ リ カ 合 衆 国 の 連 邦 教 育

改 革 推 進 の た め の 法 律 で あ る

N C L B 法 の 再 改 定 の 過 程 を 連 邦

議 会 、州・学 区 の 対 応 、批 判 等 を

関 連 さ せ て 実 証 的 に 検 討 す る 。  

 （ ２ ）N C L B 法 が 法 定 化 し た 教

育 改 革 は 、ど の よ う に 評 価 さ れ て

い る か 、に つ い て カ リ フ ォ ー ニ ア

州 、イ ン デ ィ ア ナ 州 、オ ハ イ オ 州

な ど の 対 応 の 仕 方 を 検 証 す る 。  

 

 
３ ． 研 究 の 方 法  

（ １ ）N C L B 法 の 実 施 状 況 に つ い

て 、２ ０ ０ ８ 年 ま で に ど の よ う に

評 価 さ れ 、検 証 さ れ て い る か 、に

つ い て 文 献 資 料 を 主 に 、検 討 す る 。 

 （ ２ ）２ ０ ０ ８ 年 に 新 た に 大 統

領 に 就 任 し た オ バ マ 大 統 領 の 教

育 改 革 に つ い て 、そ の 諮 問 委 員 会

の 委 員 に イ ン タ ビ ュ ー を 行 い 、再

改 定 の 方 向 性 な い し 修 正 点 は ど

こ か 、 を 聞 く 。  



 （ ３ ）連 邦 教 育 改 革 を 、州 や 学

区 で は ど の よ う に 対 応 し て い る

か 、ど の よ う な 問 題 、成 果 が あ る

か 、 を 検 証 す る 。  

 
 
４ ． 研 究 成 果  

（ １ ）オ バ マ 大 統 領 は 、就 任 後 ほ

ど な く 、N C L B 法 の 改 定 の 方 向 性

を 示 す『 改 革 の た め の 青 写 真 』（A  

B l u e p r i n t  f o r  R e f o r m - T h e  

R e a u t h o r i z a t i o n  o f  t h e  

E l e m e n t a r y  a n d  S e c o n d a r y  

E d u c a t i o n  A c t） を 公 表 し た 。 そ

の 中 で は 、N C L B 法 の 定 め る 学 力

テ ス ト 成 績 の 不 振 に 対 す る 制 裁

は 、学 校 格 差 を 拡 大 し 、教 員 の 意

欲 を 殺 ぐ（ 教 員 志 望 者 の 減 少 、成

績 優 良 学 校 へ の 転 勤 希 望 な ど ）な

ど の マ イ ナ ス デ ー タ が 各 地 で 公

表 さ れ た 。２ ０ １ １ 年 ９ 月 に 行 っ

た 、カ リ フ ォ ー ニ ア 州 、イ ン デ ィ

ア ナ 州 、オ ハ イ オ 州 等 で の ヒ ア リ

ン グ 調 査 で こ れ ら の 内 容 に 合 致

す る 証 言 を 得 た 。  

 （ ２ ）２ ０ １ ２ 年 ９ 月 に は 、オ

バ マ 大 統 領 の 教 育 諮 問 会 議 の 委

員 で あ る D . K i r p 教 授（ カ リ フ ォ

ー ニ ア 大 学 バ ー ク レ ー 校 ）お よ び

G o o d w i n  L i u 教 授 （ カ リ フ ォ ー

ニ ア 大 学 バ ー ク レ ー 校 、現 カ リ フ

ォ ー ニ ア 州 最 高 裁 判 所 判 事 ）に イ

ン タ ビ ュ ー し 、オ バ マ 政 権 の 教 育

政 策 の 要 点 を 教 示 し て も ら っ た 。

彼 ら が 強 調 し た 点 は 、教 育 の 機 会

均 等 を 幼 児 か ら 保 障 す る こ と 、公

民 権 教 育 を 実 質 的 に 保 障 す る こ

と が で き る か 、ど う か 、が 重 要 で

あ る と い う こ と だ っ た 。  

 （ ３ ）Ｎ Ｃ Ｌ Ｂ 法 の 再 改 定 が 進

捗 し な い 中 に あ っ て 、連 邦 議 会 の

承 認 の 下 で ２ ０ １ １ 年 ２ 月 に 設

置 さ れ た「 衡 平 と 優 秀 性 を 目 指 す

委 員 会 」（ T h e  E q u i t y  a n d  

E x c e l l e n c e  C o m m i s s i o n）が ２ 年

余 の 審 議 を 行 い 、「 そ れ ぞ れ の こ

ど も 、す べ て の 子 ど も の た め に ー

教 育 上 の 衡 平 と 優 秀 性 に 向 け て

の 戦 略 」（ F o r  E a c h  a n d  E v e r y  

C h i l d ― A S t r a t e g y  f o r  

E d u c a t i o n  E q u i t y  a n d  

E x c e l l e n c e）と い う 答 申 を ダ ン カ

ン 教 育 長 官 に 提 出 し た 。こ の 答 申

は 、Ｎ Ｃ Ｌ Ｂ 法 の 施 策 が 学 力 テ ス

ト の 成 績 向 上 へ の 成 果 を 過 剰 に

問 い 、制 裁 を 課 す も の で あ り 、公

立 学 校 の 民 営 化 ― チ ャ ー タ ー ス

ク ー ル の 導 入 支 援 に 傾 斜 し て い

る も の で あ る の に 対 し て 、格 差 是

正 、公 民 権 教 育 の 重 視 、積 極 的 差

別 解 消 策 な ど を 重 視 す る べ き で

あ る と す る 内 容 で あ る 。  

 （ ４ ）Ｎ Ｃ Ｌ Ｂ 法 の 学 力 テ ス ト

成 績 の 重 視 、学 力 テ ス ト の 成 績 向

上 評 価 に 依 拠 し た 学 校 の 善 し 悪

し の 評 価 と そ れ へ の 制 裁 が ア メ

リ カ の 公 教 育 の 改 革 だ ろ う か 、と

す る 有 力 な 意 見 が 出 さ れ た の が

２ ０ １ ０ 年 こ ろ で あ る 。 中 で も 、

Ｎ Ｃ Ｌ Ｂ 法 の 導 入 時 に 連 邦 教 育

省 の 次 官 で あ り 、ア メ リ カ 教 育 史

の 著 名 な 研 究 者 で あ る D i a n e  

R a v i t c h は「 ア メ リ カ 学 校 制 度 の



死 と 命 ― 学 力 テ ス ト と 学 校 選 択

は 教 育 を 衰 え さ せ て い る 」（ T h e  

D e a t h  a n d  L i f e  o f  t h e  G r e a t  

A m e r i c a n  S c h o o l  S y s t e m― H o w  

Te s t i n g  a n d  C h o i c e  a r e  

U n d e r m i n i n g  E d u c a t i o n ） と の

著 書 を 刊 行 し 、有 力 な 雑 誌 で あ る

T h e  N a t i o n の ２ ０ １ ０ 年 ５ 月 号

に 率 直 に Ｎ Ｃ Ｌ Ｂ 法 の 支 持 、推 進

の 立 場 か ら 反 対 の 立 場 に 変 わ っ

た か を 「 な ぜ 私 は 考 え を 変 え た

か 」（ W h y  I  C h a n g e d  M y  M i n d）

に そ の 理 由 を 述 べ た 。さ ら に 、オ

バ マ 政 権 の 教 育 長 官 で あ る ダ ン

カ ン を 名 指 し で 公 教 育 を 壊 す 政

策 の 推 進 者 だ と 手 厳 し い 批 判 を

公 表 し た 。２ ０ １ ３ 年 ３ 月 に こ れ

ら の 言 説 や 報 告 書 を め ぐ っ て ど

の よ う な 反 応 、 論 議 が あ る の か 、

に つ い て 確 認 す る べ く 、マ イ ア ミ

大 学（ オ ハ イ オ 州 ）の キ ャ ン ブ ロ

ン ー マ カ ベ 教 授 と ロ ヨ ラ・メ リ ー

マ ウ ン ト 大 学 （ カ リ フ ォ ー ニ ア ）

州 ロ ス・ア ン ジ ェ ル ス ）の マ ッ カ

シ ― 教 授 と 数 名 の 教 授 、教 育 委 員

会 関 係 者 を 交 え て の ミ ニ・カ ン フ

ァ ラ ン ス を 持 ち 、意 見 交 換 を お こ

な っ た 。そ こ で は 、ア メ リ カ 公 教

育 の 危 機 は 、教 育 財 政 問 題 が 大 き

い こ と と 、人 種 間 格 差 、英 語 学 習

者 の マ イ ノ リ テ ィ ー 問 題 が 重 視

さ れ る べ き で あ る こ と は 確 認 で

き た 。  

 （ ５ ） 連 邦 補 助 金 （ f e d e r a l  

g r a n t s）を 使 用 す る と い う 点 で 共

通 す る 連 邦 施 策 と し て オ バ マ 医

療 改 革 （ A f f o r d a b l e  C a r e  A c t）

が ２ ０ １ ０ 年 に 成 立 し 、２ ０ １ ４

年 か ら 施 行 と な っ た 。こ の 法 律 は 、

連 邦 政 府 の 管 轄 を 超 え 、州 主 権 を

侵 害 す る も の で あ る と し て い く

つ か の 有 力 州 が 執 行 停 止 を 求 め

て 裁 判 を 提 起 し た 。２ ０ １ ２ 年 に

連 邦 最 高 裁 は 、 N a t i o n a l  

F e d e r a t i o n  o f  I n d e p e n d e n t  

B u s i n e s s  v.  S e b e l i u s 事 件 で か ろ

う じ て 連 邦 医 療 改 革 プ ロ グ ラ ム

を 合 憲 と し た 。N C L B 法 の 連 邦 補

助 金 プ ロ グ ラ ム は 、州 へ の 学 力 テ

ス ト の 強 制 、制 裁 の 義 務 付 け な ど

は 、 N F I B  v.  S e b e l i u s 判 決 の 基

準 か ら す る と 、違 憲 判 断 と す る 裁

判 官 が 多 数 を 占 め る と 言 え る 。  

連 邦 教 育 法 を こ の 判 決 の 観 点 か

ら 検 討 す る こ と が 必 要 と 考 え て 、

判 決 の コ ピ ー と A f f o r d a b l e  C a r e  

A c t の 正 文 を 冊 子 に し 、関 心 を も

つ 研 究 者 に 配 布 し 、意 見 交 流 を 行

っ た 。  
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